






























イン開通以来通行量が激減して、馬返から五合目に至る山小屋は経営不振 なり、あるも は廃墟となり、ある のは立腐れになるなど、景観上登録に向けた足かせに りかねず、大変に危惧された。しかし、二十四年八月になって地元富士吉田市が荒廃した山小屋をきれいに撤去し関係者は一様に安堵した。　
以上、学術委員会がこの七年間、文化遺産登録にかかわり、特に記憶に残っている問題を二、三拾ってみたが、今

















奈良時代末期から平安時代にかけて の火山活動は資料に残 ているもので十数回の噴火 記録がある。
　
八世紀後半には富士山 噴火の様子が記事として見られるようになり、古く 富 を「福慈神」といわれ、神は
いつしか「浅間神社」と呼ぶようになった。最初に浅間神社が建立さ のは富士宮市の山宮浅間神社でその宮を大同元年（八〇六）に現在の地に移したのが「富士山本宮 大 」である。そ 後、貞観七年（八六五）になって富士山の北麓に浅間神社が建立されたのが河口浅間神社であるといわれる。富士山の麓から始まった浅間信仰はやがて全国に広まり現在一三〇〇社が存在する。　







て遙拝の対象であった。永保二年（一〇八二） 噴火を最後に休止期 入ったころから修験による富士山へ 登拝がはじまった。修験は山岳信仰の中の宗教活動の一つで日本古来の山岳信仰が外来の密教、道教、儒教などの影響 もとに、平安時代末期に一つの宗教体系を作りあげたもの ある。こ ような修験 特定の祖師 え 基づく宗教とは異なり 山岳修験 行によ て呪術を獲得した実践的儀礼を中心にした宗教である。　
富士山修験者の最初にあげられるのは、のちに修験の開祖として崇められた役小角である。役小角は葛城山で修行









せられ、富士山への登拝は数百度におよび修行を繰り返した。久安五年（一一四九）に一切経 書写 て富士山山頂に埋納することを発願した。そのため 東海、東山両道の衆庶を勧化した。また鳥羽法皇の結縁を獲得 たこと 伝えられている。末代は頂上に大日堂を建立 て大日如来像を造立 浅間大神は女神像が祭神で、その本地仏大日如来像を造立す にあたり民衆から疑義が出た。　
それは浅間大神の本地仏大日如来は金剛毘盧舎那仏でありすべて 総括する密教の中心仏であるので、金剛界大日







































































































西岡芳文（二〇一〇） 「富士山をめぐる中世の信仰」 『興 』二二号
富士山の世界文化遺産登録（清雲）
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